



















































富 松 喜 克
分光法の 一つであるIRS(Inverse Raman Spectrlosc叩y)の
測定を行っている系に. LIC`ET (Laser-inducedCollisiona1-
energy-transfer)法をさらに用いて. 励起状TEにある原子の穀 を変
えることがで きる｡ 本論文は, この ような初期状.取の変化が IRS
をどう変 えるかを理論的に調べたもので ある｡
LICE寸そのものの解析には, 相互作用 として表れる関数をよ
り剛 及やすい近似関数に正 き損えて計罪 しても, 実験 とのよい一鼓
を得 られるこ とがわかった｡
IRSはポ ンプ光の振動数を変えてLICETによるエネルギ ー
移動の起こ り易い条件を与えると. プ ローブ光の吸収が減 り, 通常
の IRSの生 じるようなポンプ光の条件では, プ ローブ光の吸 収 ス
ペ ク トルが その性指を変 える｡
この理論 に対応する実験はまだ行われ ていないが, この方法 によ
り, IRS及び, LICETでの票過程 に対するより多 くの情 報が
I
得 られ, そのよ り深い理解が可能 とな る｡
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